平成○○年○○月○○日

内部統制システムに係る監査結果　総括表
１．監査の概要
会社法に基づく「株式会社の業務の適正を確保するための体制」について、1. 情報保存管理体制2. 損失危険管理体制、3. 効率性確保体制、4.法令等遵守体制、5. 企業集団内部統制のそれぞれの体制の整備状況のほか、6.監査役監査の実効性確保体制（a.監査役への報告体制、b.補助使用人に関する事項等）7.体制に係る決議の見直しの状況について、チェックリストを活用して監査を実施した。

２．監査結果
監査結果は、「監査結果総括表」のとおりであり、企業集団内部統制面で一部不十分な点が見られたものの、全体としてみれば概ね良好であった。
監査役会として助言･勧告すべき事項はない。

〇〇社の件については、◎◎監査役から△△部門に対して指摘を行い、当該部門にて対応を検討しているところである。
以　上

監査結果総括表

	総合評価
	良好
	・内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当である。

・内部統制システムに関する取締役の職務の執行についても指摘
すべき事項はない。

	1. 情報保存管理体制
	良好
	・各部門において情報の保存は適切に行われており・・・・・・・良好である。

	2. 損失危険管理体制
	良好
	・各部門においてリスク管理体制は整備されており・・・・・・・良好である。

	3. 効率性確保体制
	良好
	・各部門において業務は効率的に行われており・・・・・・・・

良好である。

	4. 法令等遵守体制
	良好
	・体制、社員意識の徹底は整備されており、・・・・・・・・・・
重大な法令違反はない。

	5.企業集団内部統制
	やや不十分
	・○○社において・・・があった。・・・期末時点までには解消しているものの・・・する必要がある。

	6.監査役監査の実効性確保体制
	良好
	監査役への報告体制については、・・・必要事項が適時適切に・・・報告が行われて・・・良好である。

	
	
	・監査役スタッフは・・・・・独立性が・・・良好である。

	
	
	・内部監査部門・・意見交換を実施する体制・・・良好である。

	7. 内部統制システムに係る取締役会決議の内容
	良好
	・決議の見直しについては、・・・組織の改正を行ったが・・・等に応じた体制の改定決議・・・・・・・・・良好である。

	
	
	・事業報告では、・・・適正な開示が行われていた。


資料１０
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